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 上海に限らず中国全土において、カフェブームが到来していると言えます。カフェの代表格である、スターバックス

のような欧米系のチェーン店のみならず、個人経営のお洒落カフェが続々と開店しています。今回は、中国のコー

ヒー市場についてご報告します。 
【10年前の中国コーヒー事情と現在】  

 10年前中国において、コーヒーはまだ普及しておらず、コーヒーと

いえばネスカフェのすでにミルクや砂糖が含まれたスティックタイプ

のものでした。高級なホテルの中のレストランや、雲南エリアなどで

やっと今でいう普通のブラックコーヒーが手に入る状況でした。それ

が今や、中国の地方に行っても、ある程度の規模の街であれば、

コーヒーに困ることはありません。 

中国人とコーヒー文化 

【スターバックスin CHINA】  

米コーヒーチェーン大手のスターバックスは、中国国内の店

舗網を2021年までに5000箇所まで引き上げると発表しまし

た。現在は2300箇所という事なので、15年の間に倍に増や

すことになります。スターバックスは1999年に北京に一号店

を構え、その後10年間は、30から50店舗を毎年増やしてき

ましたが、2012年には、204箇所、2013年には300箇所増や

したという事です。いまや中国100都市にスターバックスは

存在しています。 
【お洒落カフェも急増】  

コーヒーブームに伴い、スターバックス、コスタ、ZOO 

CAFEといった、海外のフランチャイズのみではなく、個人

経営のお洒落カフェが増えています。味や淹れ方にこだ

わりを持つ本格派カフェ、ネコと触れ合える癒しのキャッ

トカフェや、子連れでも安心の親子カフェ、アートを楽しみ

ながらコーヒーを楽しむカフェなど、今や中国もとてもお

洒落になっています。 
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【年率25％拡大】  

中国におけるコーヒーの需要は年率25％拡大しているといわれています。上海、北京など大都市はもちろんですが、２線、

3線都市といわれる内陸の都市（成都、重慶のような）では、今後さらに需要が拡大すると見られています。需要の拡大に

応じて、コーヒーに合う、お菓子や、コーヒーを淹れるための器具やコーヒーの淹れ方教室なども非常に人気が高まって

います。中国の経済の発展に伴い、欧米の文化が、とても短い時間に早いスピードで流れ込んできていると言えます。 
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